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はじめに


　読売新聞社が主催する「全国小・中学校作文コンクール」は、皆様のご支援により、66回の歴史を重ねることができました。
　本コンクールは、戦後の復興途上にあった１９５１年（昭和26年）、子どもたちの考え方やものの見方、感じたことを文章で表現してもらうことを目的に創設されました。テーマや枚数に制限を設けず、自由に書いてもらうことを特徴に、今回も国内外から３万１８４１編の応募がありました。これほど多くの作品をお寄せいただいたことに感謝申し上げます。
　各都道府県と海外部門に分けての審査、さらに２度にわたる中央審査を経て、文部科学大臣賞をはじめ各部門の優秀作品を決定いたしました。この作品集に収められたどの作品からも、作者のひたむきな思いが伝わってきます。今年の作品は、身近な出来事から、オバマ米大統領の広島訪問や熊本地震などニュースで大きく取り上げられた題材まで、幅広いテーマから数多くの作品が寄せられました。
　自分の体験や思いを、自分だけの言葉で書き残しておくことは、小、中学生の皆さんにとって、きっと「宝物」になることでしょう。本コンクールの応募者が、今後も、書きたいという気持ち、伝えたいという気持ちを持ち続け、新たなテーマに挑戦していくことを願っています。読売新聞社は、紙面と紙書籍版、電子書籍版での作品集で、多くの方に受賞者の力作を読んでいただきたいと考えております。
　最後になりましたが、数多くの作品を慎重に審議していただいた審査委員の先生方、ご支援いただいた文部科学省と各都道府県教育委員会、ご協賛いただいた東日本旅客鉄道株式会社、東海旅客鉄道株式会社、西日本旅客鉄道株式会社、イーブックイニシアティブジャパン、ご協力いただいた三菱鉛筆の各位に厚く御礼申し上げます。

　　　　２０１７年３月
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中央最終審査委員（敬称略、順不同）


梯　久美子（ノンフィクション作家）
石崎　洋司（児童文学作家）
新藤　久典（国立音楽大学教授）



中央一次審査委員（敬称略、順不同）


堀　敏子（元東京都荒川区立第三瑞光小学校副校長）
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中原　國明（元東京学芸大学国語教育学会長）



応募作品数


小学校低学年　４，８６０点
小学校高学年　７，５６６点
中学校　　　１９，４１５点
合計　　　　３１，８４１点
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小学校低学年の部



七色の羽


鳥取県・倉吉市立北谷小学校　二年　　　　　


尾﨑　希望


「キラキラ光ってるのなにかな？」１年生の時に、さんぽをしている時でした。川にエメラルドグリーン色に光るトンボがいました。水にキラキラとダイヤモンドのようにうつって、とってもとってもきれいでした。じっと見ていると、とんで行きました。その時、太ようの光で羽が七色に光って、まるでようせいのようでした。わたしはトンボが大すきになりトンボのけんきゅうをはじめることにしました。お休みの日は、お父さんといろいろなばしょへ行き、トンボマップを作ったりかんさつをしています。お父さんは、すばやいトンボをつかまえようと田んぼからこけてどろんこになったり、こわいヘビがいたりして、ぼうけんしているみたいで楽しいです。
　わたしが図かんを見ていると、お父さんが
「せかいで一ばん、小さいトンボを見に行こう」と言いました。つぎの日よう日、早おきしておべんとうを作って、かぞくで行きました。
「まだかな、まだかな」ドキドキしているとしぜんほごセンターにつきました。センターはトンボたちのゆうえんちです。ちょうトンボがおでむかえに来てくれました。池のまわりをヒラヒラときれいです。かんさつ会には、たくさんの人とトンボ先生も来ていてドキドキしすぎてわたしは、大へんです。しつ原につくとトンボ先生が「ここにいるよ」と、ゆびをさしました。わたしも、お父さんお母さんも「どこ？」とわかりません。みんなが目をこらして見つめていると、びっくり！とっても、小さくて赤い「ハッチョウトンボ」がいました。かわいい羽でかおをかくすように、はっぱにとまっているところがすきになりました。トンボ先生がとくべつに、一円玉とくらべてくれたのでしゃしんにとりました。トンボ先生はオニヤンマにまほうをかけて、ねかしたりゆびまわしのじゅつをしてつかまえたり、すごかったです。わたしは帰りの時に、ふしぎに思ったことがありました。「なんでめずらしいトンボになるの？家のちかくにいないのかな？」とお父さんたちに聞きました。
「きれいな山、森、水が少なくなってしまったからだよ。」と言いました。
今まで人間がこわしてしまったしぜんを元にもどして、トンボたちがいなくならないようにすめるばしょを作っていくことが大じだと思いました。お母さんは、「トンボはしぜんをうつす、かがみみたいだね」と言っていました。わたしは思いました。「トンボたちは、しぜんのようせいなんだ。」トンボたちがすまないところでは、人もすめないと思います。
　わたしは、たくさんのトンボにあえて本とうによかったと思います。もっとけんきゅうをつづけます。どうしてかと言うと、小学校の校ていや、友だちとあそんでいる時やかえりみちにたくさんのトンボにかこまれるせかいにしたいからです。



（指導：蔵増志津教諭）



大切なぼくの家ぞく
島根県・出雲市立平田小学校　二年　　　　　
河原　悠一郎
　ぼくの家ぞくをしょうかいします。
　まずはお父さんです。まい日まつえの市やくしょに行って、しごとをしています。しごとでよるおそく帰ってくることもあります。家にいるときは、おもしろいかえ歌を作って歌います。こうえんや買いものにもつれて行ってくれます。
　つぎにしょうかいするのはお母さんです。お母さんは、ごはんを作ってくれます。お母さんのカレーが大すきです。ぼくはやさいがきらいだけど、お母さんがカレーに入れたやさいならたべられます。いつもはやさしいですが、妹とけんかをしたり、なかなかしゅくだいをしなかったりすると、おこってゴジラのようになります。
　ぼくには妹が二人います。一人目は、なな子です。なな子はようちえんの年中です。外であそぶのが大すきな女の子です。ぼくとちがってやさいが大すきです。もう一人の妹はあさひです。あさひはまだ二さいなのに、とてもよくしゃべります。家の中をはしりまわります。ぼくといっしょでおにくが大すきでやさいがきらいです。少しがんこです。
　ばばもいます。ばばはりょうりが上手です。明るくてみんなをはげましてくれます。ばばが入いんしたときは、
「ただいま。」
と言って帰っても、ばばの
「おかえり。」
の声が聞こえなくてさびしかったです。ばばにはずっと元気で家にいてほしいです。
　じじは、ぼくが三さいのときになくなってしまいました。ぼくのすきなものをたくさん買ってくれました。じじもぼくの心の中にいる大切な家ぞくです。
　ぼくは、このすてきな家ぞくとくらしています。ぼくは、家ぞくみんなでりょ行に行ってみたいです。そして、みんながいつまでも元気で、楽しくくらしたいなあと思っています。

（指導：青木知子教諭）
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